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富士サファリパーク現地集合ツアー 2025 

2025年 9月 27日（土）に、富士サファリパーク現地集合ツアーを開催しました。昨年度より実施しているツアー 

企画ですが、ご家族連れでより参加しやすいツアーとして、静岡の誇る「富士サファリパーク」への現地集合・現地

解散ツアーを採用しました。 

 

今回の申し込みは、大人 44名、小人 20名、幼児 7名の合計 71名の参加と 

なりました。お子様とともに動物にふれあう楽しい一日となっていれば幸い 

です。また来年ご家族連れで楽しめるイベントを実施します。 

第６０回定期総会を開催しました！ 

2025 年 7 月 11 日（金）、富士宮駅前交流センターきらら集会場にて第 60 回富士宮地区労福協総会を開催し、労福

協会員の代議員など総勢 42名の皆様にご参加いただきました。 

 

冒頭、飯室会長より、参集いただいた皆様に感謝を申し上げるとともに、 

労福協が行っている社会貢献活動について、「第 15回を数えた森づくり活動を 

はじめ、自然保護、地域貢献を継続すること、そして、一人でも多くの仲間に 

参画していただくことの大切さ」を伝え、地区労福協活動への理解と協力をお 

願いしたい旨の挨拶がありました。 

また、ご多忙にもかかわらず、来賓として臨席いただいた県労福協 

中西理事長、篠原富士宮副市長、富士宮市勤労者共済会（ハピネス 

ふじやま）の河原﨑会長より温かいお言葉とご挨拶を頂戴しました。 

 

議事については、５つの議案について浦本事務局長を中心に提案し、 

全て満場一致の拍手で承認いただき、第６号議案として、高橋副会長 

よりメインスローガンである「すべての働く人の幸せと豊かさをめざ 

して、連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！」の他、４ 

つのサブスローガンを提案・採択して終了しました。 

本総会の決議を経て、2025年度の活動は本格的なスタートとなります。 

コロナ禍を経ても変わらない、人と人とのつながりを大切に、一丸となっ 

て私たち勤労者の生活を守ることを目指し、社会貢献活動の他、参加者に 

喜んでもらえるような文化・レク活動にも力を入れてまいりますので、 

多くの皆様のご参加を心よりお待ちしています。 

 

                           ＨＰアドレス：www.fujinomiya-rofuku.net/ 
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労福協・退福共合同グラウンドゴルフ大会  

１０月４日（土）沼久保地区水辺の楽校で開催。当日は雨模様でしたが、労福協からは８チーム（４３名）が参加。

退福共の方が同行されレクチャーを受けながらプレイ。打ち方などのご指導をいただき交流も深まりました。 

しかし、労福協チームが第２ラウンドを終了した時点で降雨の為、終了。それでもグラウンドゴルフ初体験の若者

から、経験豊富なベテラン勢まで、慣れないスティックを握り心地よい汗をかきました。老若男女多くの皆さんが楽

しめるグラウンドゴルフの素晴らしさを改めて実感できました。 

 

また、同時に台風１５号被災者に対する義援金募金活動も実施。 

集められた義援金は県労福協を通じて寄付を行いました。 

退福共グラウンドゴルフ部や役員の皆さんには、事前準備から 

進行にわたり、大変お世話になりました。 

 

第 15 回 森づくり活動を行いました！ 

第 15回森づくり活動を 2025年 5月 31日（土）に実施しました。今回は、労福協役員の他、経験問わず広く参加募

集を行ったところ、今年も 30名と多くの仲間が参加しました。初参加のメンバー、女性参加者、経験豊富なベテラン

参加者より各班を構成。ホールアース自然学校の指導員 5 名のサポートを受け、怪我や事故防止に配慮しながら、丁

寧な指導のもとに１本１本間伐作業を進めていきました。2013 年 11 月より継続されている森づくり活動により、間

伐作業の舞台となる森の整備は相当進んでいました。各班ごとに森の中を進んでいき、細心の注意を払いながら、手

持ちのノコギリを用いて人力で作業を進めます。ベテラン参加者も指導員さながらのサポートを行い、未経験者も安

心してノコギリで切り進めます。１本倒しては、みんなで木を運び、そして次のターゲットとなる木を伐り進める。

協同協力作業を通じて、チームワークも良くなり、気持ちの良い汗を流すことができた１日となりました。 

 

森づくり活動も 15回目を数え、燦燦と光が降り注ぎ下草の茂る 

場所も増えてきました。伐倒された木材は、ホールアースにより 

地元の方をはじめ、必要とされる方々へ活用されているようです。 

自分たちの手で森づくりを進めるという経験を味わうことができ 

る機会は、そう多くはございません。この森づくり活動を通じて、 

自然環境の変化、そして環境保全について考える貴重な経験を、 

一人でも多くの方と共有したいものです。 

初めてという方もぜひ次の機会にはご参加ください。 

 

 

里山の恵み満喫ツアー 2025 

毎年好評の里山ツアー企画。今年は 10月５日（日）に「親子で体験！薪割り＆里山ピザづくり♪」を開催しました。 

11家族 32名が参加。ご家族で協力して割った薪を使って火起こし体験、そして手作りピザを窯で焼いて食べるという

プログラム、ホールアース自然学校だから出来る貴重な体験でした。 

 

焼き上がりを真剣に見つめる子供たち、少し焦げ目のついたピザを頬張り、 

「おいしい」の声が聞かれました。苦手な野菜もこの日ばかりは特別な 

味わいだったようです。お腹いっぱいに里山の恵みを堪能できました！！ 


